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近年、円安や世界情勢の悪化による供給の停止、中国・アメリカ・カナダなどの農業大国か

らの引き合いが強まったことにより、農業資材の市場流通のバランスが崩れ、日本に輸入され

てくる農業資材が高騰しています。また、燃料の値上がりも流通経費として上乗せされ、農業

資材の高騰に拍車をかける形となっており、この価格高騰に対応していくことは大きな課題と

言えます。私たちは昨年度、この農業資材の高騰という課題に対し、本校で作っているシクラ

メン用土に使われているヤシガラ資材について、これをブドウのつるで代替できないかと考え

プロジェクトに取り組んできました。ヤシガラ資材とブドウのつるは繊維質である点、しなや

かな枝の構造である点など、類似点も多くシクラメン用土のヤシガラ資材の代替資材として十

分に利用可能だという仮説のもと比較栽培を行いました。結果は失敗。ブドウのつるを混ぜた

用土ではシクラメンのポット上げ後、株全体の肥大が見られず、次第に葉が黄化し枯死してし

まいました。この試験より、ブドウのつるがヤシガラ代替資材として適さないという判断をし

ました。しかし、山形県は全国トップクラスのブドウ産地であり、毎年の剪定作業で出される

枝を使わない手はないと考え、ブドウのつるの新たな活用方法を探すことで農業資材の高騰に

対応していくことはできないかと活動の方向性を変えて、今年度もプロジェクト学習に取り組

んできました。。 

 

ブドウのつるはよく乾燥させて粉砕すると、枝の粗皮が繊維状に残ります。これらが集まっ

て絡み合うと体積が大きくなるという発見を得ました。これで広く花壇をカバーすれば、ビニ

ールマルチの代わりなりそうだという話しにグループでなりました。また、ブドウのつるは焼

却処分されてしまうことも多く、マルチとして活用できれば環境への負荷も軽減できると考え

ました。植物由来のバイオマルチは、高騰する農業資材の代替資材としても活用でき、かつ環

境にも負荷の少ない園芸活動につながると考え、ぶどうのつるのバイオマルチ化、をテーマに

活動することとしました。 

 

私たちはまず初めに予備試験を行いました。農業と環境の教科書によれば、マルチングの効

果として、地温を調節する、土壌水分の蒸発を防ぐ、雑草の発生を抑える効果など６つの効果

が挙げられていました。まずはブドウのつるのバイオマルチにこれらと同等の効果があるかを



予備実験を通して観察しました。方法としては、プランターに花壇の土を入れ、その上に粉砕

したブドウのつるを乗せ、雨の当たる室外に放置しました。ブドウのつるの粉砕を粗めにしたA

区、何も処理していないB区、粉砕を細かくしたC区の３つを設け、観察していきます。写真は

３週間が経過したところの様子です。遠目に見てもC区で雑草の発生が少ないことが見ることが

できます。 

A区の拡大写真です。部分的に雑草が発生していることが確認できます。 

B区で広く雑草が繁茂しているほか、土の乾燥も見て取れます。 

C区は最も雑草の発生が少なく。マルチの効果を全く果たさないわけではないことが分かりまし

た。 

予備試験のマルチングの効果の達成度を評価すると、地温の調節や病害虫、土壌養分の流出な

ど、小さなプランターによる短期間の予備試験で確認しにくいことに関しては△の評価とし、

実際に確認できた雑草の発生を抑える、雨水の跳ね返りが少ない、土壌水分の蒸発を防ぐにつ

いては○の評価にしました。この結果より、十分に本試験を行い検証する余地があると判断

し、本試験に取り組みました。 

 

本試験の概要です。供試品種はシソ科サルビアのボンファイヤーで、３月下旬には播種、そ

の後ポット上げをして育苗、６月上旬に各試験区２０株ずつ植え付けを行いました。実験圃場

は本校昇降口前の花壇で、約８平方メートルの花壇を半分に区切り、一試験区４平方メートル

の規模で本試験を実施しました。本葉が８枚程度展開した苗で揃え、写真のように植え付けま

した。上の写真が植え付け直後の写真。下の写真が１ヶ月半経過したところの写真です。株元

への雑草の発生はどちらも確認できません。拡大して見てみると、ビニールマルチの端をを押

さえているところに多く雑草が発生している様子が見られます。開花の状況は良好に見えま

す。ブドウのつるの方は広く敷き詰めているということもあり、雑草は発生していますが、ビ

ニールマルチほどではないように見えます。ただ、葉の展開が少なく、葉色も薄い印象を受

け、生育の状況は良好とは言えません。この途中経過より、私たちは生育の差には地温が影響

していると考え、７月の最終週毎朝１０時に地温の定時計測を行いました。変化を見ると、そ

こまで大きな差はなく、差があるとしてもビニールマルチの方が１℃程度高い日があるという

程度でした。この結果より、私たちは植え付け後の初期生育に問題があったのではないかと仮

説を立てました。植え付け直後は雨の日が多かったこともあり、 

 



気象庁の降水量のデータを見てみると、６月は昨年度比１８９％の講師料だったことが分か

りました。雨水が直接染み込んでしまうブドウのつるの方は、ビニールに比べ保温が効かず、

地温を下げることになったのだと推測できます。生育調査のまとめです。各試験区２０株の平

均の値として、草丈についてマルチの方が５ｃｍ程度優勢であることが分かります。 

続いて、分枝数ですが、これもマルチの方が優勢でした。分枝の先に花芽が付き開花すること

を考えると、ビニールマルチの方が草丈があり、分枝数も花の数も多いということになりま

す。花の状態だけを見ればビニールマルチの方が草花を楽しむには適していると言えてしまい

ます。次に土壌養分の簡易分析の結果です。マルチの方はぶどうつるに比べてリンの消費が大

きく、草花の生殖成長に作用するリンが少ないということは、花芽分化や開花の際に使われた

ことが推測できます。逆に、ブドウツルの方でリンが消費されていないところを考えると、花

芽形成や開花のために消費されなかったということになります。 

続いて、根の分解調査です。引き抜いたサルビアの根をよく洗い乾燥させたものを、１ｃｍ間

隔の方眼用紙の上に置き、縁をなぞることで横幅と深さを求め根の大きさの平均を取りまし

た。結果、横幅は変わりありませんでしたが、根の深さ、縦の長さではブドウツルのほうが優

勢でした。根が深く貼った割に生育が悪かったというところについては、今後も検討が必要な

ところになってきます。次にマルチを張るのに要した時間についてです。マルチとバイオマル

チでは８平方メートルの花壇で２倍の時間の差がでました。バイオマルチは敷くだけで簡単に

作業ができます。また、その後の作業を考えると、マルチに穴を開けて中の土を掘り返して、

花を植え付けて、株元に土を被せるという手順がない分、バイオマルチの作業性・効率性は高

いと考えられます。次に除草に要した時間です。２回調査を行いました。１回め、前半のスラ

イドで示した通り、バイオマルチの方が雑草が少なく見えましたが、小さく細かい雑草が多く

その処理に時間を費やした結果１分近く長い時間かかる結果になりました。２回めではバイオ

マルチの方が早く終わったので、除草の作業性については、土壌消毒をしっかりして、生育初

期からの雑草の処理を行っていけば差がないように考えます。 

 

 

  

研究のまとめです。一番の課題としては生育初期の地温が上がりにくいこと、長雨に当たっ

た際に保温が効きにくいところにあると思います。また、今年ほどの猛暑になるとどちらのマ



ルチも水分の蒸発は防ぐことはできず、夏場は常に乾燥気味の状況でした。養分の流出につい

ても、簡易分析のところなので継続して調査していかないと、流出を防いでいるかどうかは断

言できないと思っています。今年度の段階では、雨水の跳ね返りを防ぐこと、雑草の発生が押

さえられていたこと、病害虫が確認されなかったことを評価したいと思います。 

研究の成果として、生育では劣っていたがマルチングの効果は確認することができた。また、

株元に敷き詰めるのが容易で作業性・効率性が高いことが分かりました。また、昨年度失敗し

たブドウツルの活用について、視点を整理して取り組めたことはとても大きな収穫だったと感

じています。課題は土壌養分の分析が不十分である点、生育後半になると風によってブドウつ

るが飛ばされていき全体量が減ってしまう点、面積あたりの適切な使用量が不明である点が挙

げられるので、これらを次年度のプロジェクトに活かしていきたいとと考えています。 

 

 

 


